















古典漢語の助動詞を機能に基づいて分類した場合、 “可” “能” “得”は「可能｣、 “敢” “欲”





































当 応 宜 応当
序品 8 0 0 0
方便品 13 1 0 0
讐嶮品 8 3 2 1
信解品 4 1 1 0
薬草喰品 4 2 0 0
授記品 2 0 0 0
化城嶮品 9 2 1 1
五百弟子受記品 2 1 0 0
授学無学人記品 0 0 0 0
法師品 20 10 0 1
見宝塔品 I 1 1 0
提婆達多品 0 0 0 0
勧持品 2 0 0 0
安楽行品 2 6 0 0
従地涌出品 4 0 0 0
如来寿景品 6 0 0 0
分別功徳品 3 2 0 0
随喜功徳品 4 0 0 1
法師功徳品 0 0 0 0
常不軽菩薩品 2 1 0 I
如来神力品 3 2 0 1
嘱累品 3 0 0 1
薬王菩薩本事品 4 2 0 1
妙音菩薩品 0 0 0 0
観世音菩薩普門品 2 2 0 2
陀羅尼品 0 0 0 1
妙荘厳王本事品 3 1 0 0
普賢菩薩勧発品 9 3 0 I





認した場合、 「方便品」 “当''13"応''1， 「薬草嚥品」 “当'' 4"応''2， 「五百弟子受礼品」
“当'’ 2 “応” 1， 「安楽行品」 “当” 2 “応”6， 「分別功徳品」 “当” 3 “応” 2， 「妙荘厳


























































































































































































(5)劉利2000で掲示された表には“宜''5回の他、 “義'' 3， “堪” “屑”各2、 """･.慾” “当”各1の使用
回数が記されている。
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